
■物件概要

■工事内容

1. 事前調査内容

現場は、後背湿地に位置する平坦地である。
スクリューウエイト貫入試験の結果より、当

該地盤は砂質土と粘性土の互層である。砂質土
層（GL-０m～-１m、GL-2.5m～3.5m、GL-
6.25m以深）はいずれも回転層であり、
GL-7m付近で貫入不可となっている。一方、
砂質土層に挟まれた粘性土層（GL-１m～
-2.5m、GL-3.50m～-6.25m）は自沈層を含
むことが確認された。

2. 工法選定理由

現場は建替え物件であるが、基礎下から２m
以内の範囲に軟弱な粘性土があり、新設建物荷
重に対する支持力不足および不同沈下抑制を考
慮した対策が必要となる。
深層混合処理工法や鋼管杭工法などの杭の下

端に固い支持層を必要とする工法で設計を行う
と、支持層に達するために6.5m以上の改良長
が必要となり、施工費が高額になることが考え
られた。これに対し、エコジオ工法では杭下端
を比較的軟らかい層に着底できるため、必要な
改良長は2.5mと短くなり、施工日数の短縮と
あわせ地盤改良工事全体の費用の低減が可能と
なる。加えて、現地は無排土タイプのケーシン
グの使用ができる地盤であったため、残土処分
の費用も抑えることができるためエコジオ工法
が選定された。

施工場所 奈良県磯城郡

建物構造 木造２階建て

基礎形状 べた基礎

建築面積 60.45㎡

工　　期 １日

工 事 費 約60万円（税抜き）

長期接地圧 20kN/㎡

敷地履歴 宅地

地形区分 後背湿地

杭　　径 φ=320mm

改 良 長 Ｌ=2.5m

砕　　石 S-40

本　　数 Ｎ=31本
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3. 試験結果
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4. 施工図（配置図）
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5. 施工写真

（1）堀削状況

（3）砕石投入及び締め固め状況

（5）杭径検測（杭頭部）

（2）締め固め開始時

（4）杭芯間隔検測

（6）完成

住宅建築編2025   55

特
集

KIP052-055_住宅建築編_地盤改良 事例3_CC23.indd 55　 データ更新日時　2025/02/18 19:06:26
W148×H210　 ＰＤＦ作成日時　2025/02/18 19:06:34

loyal_X4_CS5.5_CC


